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｢生物とは何だろうか?｣という疑問は大変大きな疑問である｡光の当て方によって様々な意味にも
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最近の超短パルスレーザーの発達によって､物質に於ける動的挙動を直接観測することが可能となっ
てきた｡ 今年度の光物性のサブゼミでは､この超短パルスを用いた時間分解分光法と､これらの手
段によって行われている研究について､お話して頂きました｡
講義では､始めに時崎先生から､最近の超短パルスレーザーの発展と､それらのパルスレーザー
を用いて物質の時間情報を得る方法及びその応用例など､時間分解分光法についての全般的なお話を
して涙きました｡
その後､いけはらさんには､発光のピコ秒時間分解スペクトルから調べられた､伝播や硬和といっ
たCuClの励起子ボラリトyのダイナミクスについて､また竹内さんには､超短パルス発生の原理と
手法について説萌していただいたあと､その超短パルスを用いた時間分解吸収分光法によって調べら
れた､ポリアセチレンなどの1次元共役高分子中のソリトンやポーラロンといった局在助起状態のダ
イナミクスについて､それぞれ紹介して頂きました｡
暑い中､発表者も聞き手の方々も大変だったと思いますが､50人以上の方に参加して演き､盛
況のうちに終わることができました｡
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